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柳井農林水産事務所だより 

 
          

                      

                        
 

         

                                

    

周
防
大
島
町
は
、
山
口
県
の
柑
き
つ

の
主
力
産
地
で
す
。 

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
（
現
「
Ｊ
Ａ
山
口
県

周
防
大
島
統
括
本
部
」
以
下
同
じ
）
は
、

３
月
９
日(

土)

、
Ｊ
Ａ
選
果
場
で
本
県

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ん
き
つ
「
ゆ
め
ほ
っ

ぺ
」
の
今
季
の
初
荷
出
発
式
を
行
い
、

首
都
圏
へ
の
出
荷
に
合
わ
せ
３
月
12

日(

火)

、
Ｊ
Ａ
全
農
や
ま
ぐ
ち
、
当
事

務
所
等
と
連
携
し
て
、
そ
の
魅
力
を
県

外
へ
も
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
東
京
都

中
央
卸
売
市
場
大
田
市
場
で
、
東
京
青

果(

株)

や
仲
卸
業
者
等
を
対
象
に
お
披

露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。 

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
の
木
村
組
合
長
は

「
せ
と
み
で
糖
度
13.5
以
上
な
ど
基
準

を
ク
リ
ア
し
た
の
が
『
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
』。

約
一
ヶ
月
間
の
販
売
で
、
多
く
の
消
費

者
に
食
べ
て
欲
し
い
。」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
試
食
し
た
市
場
関
係
者
か
ら
は
、

「
や
っ
ぱ
り
甘
く
て
美
味
し
い
」「
今

年
も
販
売
さ
せ
て
も
ら
う
」
等
の
声
が

あ
り
、
首
都
圏
で
の
知
名
度
も
年
々
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
の
取
組
は
今
回
で
４
回
目
と
な

り
ま
す
が
、
今
後
も
、
県
内
外
の
多
く

の
方
に
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」
を
食
べ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
え
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地産・地消を核にした生産と需要の拡大を目指して 

 

発行：山口県柳井農林水産事務所 

〒742-0031  

柳井市南町三丁目 9－3 

TEL 0820－25－3290(代表) 

FAX 0820－25－3297 

チャレンジ・サザンセト！活力みなぎる農林水産業の創造 

 
「(株)ヒロノハウジング」（柳井市）が「やまぐち木の家等推進工務店」 

として新たに開設されました！ 

や
ま
ぐ
ち
ブ
ラ
ン
ド
「
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
」

の
首
都
圏
へ
の
初
出
荷
お
披
露
目
会

を
実
施
し
ま
し
た 

Ｐ
Ｒ 

  

やまぐちの農林水産物需要拡大協議会では、柳井・大島地域「地産・地消」推進会議と

連携して、「やまぐち木の家」をはじめとする県産木材を積極的に利用した家づくりに取り

組み、木材の地産・地消を推進する店舗を「やまぐち木の家等推進工務店」として開設し

ています。 

３月 26 日（火）、柳井市にある「(株)ヒロノハウジング」が該当工務店として、当事務

所管内では初めて開設されることとなり、看板の贈呈が行われました。 

贈呈された看板 看板の贈呈 従業員の皆さん 

○「やまぐち木の家」とは 

優良県産木材等を一定基準以上利用した耐震性等住宅性能評価の高い一戸建住宅。 

県では、新築の場合、一戸当たり25万円を助成しています。 

※ 詳しくは6ページをご覧ください。 
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る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

                 
 

          

２
月
11
日(

月)

か
ら
14
日(

木)

ま

で
、
柳
井
市
の
周
東
総
合
病
院
で
「
花

農
家
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ

ン
」
と
題
し
て
、「
柳
井
の
花
」
の
展

示
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。 

今
年
で
３
回
目
と
な
る
こ
の
催
し

は
、
住
民
の
方
に
花
に
親
し
ん
で
も
ら

い
、
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
と
柳
井

花
卉
生
産
組
合
が
主
催
し
た
も
の
で
、

病
院
内
ロ
ビ
ー
を
生
産
者
が
栽
培
し

た
「
柳
井
の
花
」
で
装
飾
・
展
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
と
な
る
中
央
の

花
の
装
飾
は
、
販
売
協
力
専
門
店
の

「
く
に
き
よ
園
芸
」
が
制
作
し
ま
し
た
。 

初
日
の
11
日
に
は
、
入
院
患
者
の

方
お
二
人
に
柳
井
花
卉
生
産
組
合
の

西
本
組
合
長
か
ら
バ
ラ
の
花
束
の
贈

呈
が
行
わ
れ
、
来
場
者
50
名
へ
も
生

産
者
か
ら
バ
ラ
の
花
束
が
配
布
さ
れ

ま
し
た
。 

当
事
務
所
で
は
、
今
後
も
こ
う
し
た

取
組
を
支
援
し
、
花
の
需
要
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 
            

                 

Ｊ
Ａ
山
口
大
島
に
お
け
る
か
ん
き

つ
類
の
出
荷
は
、
９
月
の
極
早
生
温
州

み
か
ん
に
始
ま
り
、
３
月
の
「
せ
と
み

（
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
）」、
５
月
の
「
南
津
海
」

ま
で
お
よ
そ
８
ヶ
月
間
の
長
期
間
に

わ
た
り
ま
す
。 

特
に
、
山
口
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
ん
き

つ
「
せ
と
み
」
に
つ
い
て
は
、
良
食
味

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。 

周
防
大
島
町
で
は
「
せ
と
み
」
の
面

積
が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
の
成
木
化

に
伴
っ
て
生
産
量
の
増
加
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
出
荷
ピ
ー
ク
の

平
準
化
と
鮮
度
保
持
の
向
上
を
目
的

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
山
口
大
島
に
平
成
30

年
３
月
、
最
大
貯
蔵
量
約
60
ｔ
の
冷

蔵
貯
蔵
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
当
事
務
所
で
は
、
施
設
の

稼
働
時
の
温
湿
度
の
推
移
や
果
実
品

質
を
確
認
し
ま
し
た
。 

今
後
、
こ
の
冷
蔵
貯
蔵
施
設
を
活
用

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
３
月
中
旬
か
ら
４

月
上
旬
ま
で
の
出
荷
期
間
を
６
月
ま

で
拡
大
す
る
計
画
で
す
。
冷
蔵
貯
蔵
し

た
ゆ
め
ほ
っ
ぺ
（
せ
と
み
）
は
、
周
防

大
島
町
内
の
Ｊ
Ａ
直
売
所
「
島
の
恵

み
」
を
中
心
に
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
賞
味
下
さ
い
。 

                  

「
柳
井
の
花
」
展
示
会
in
周
東
総
合

病
院
～
花
農
家
か
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
バ

レ
ン
タ
イ
ン
～
を
開
催
し
ま
し
た 

柑
き
つ
冷
蔵
貯
蔵
庫
が
整
備
さ
れ
ま

し
た 

「ゆめほっぺ」お披露目会 

「くにきよ園芸」による花の装飾 

ＪＡ山口大島が整備した冷蔵貯蔵施

設 

演会の様子 

「ゆめほっぺ」初荷出発式 

生産者によるバラの花束の配布 
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平
成
30
年
12
月
12
日(

水)

、
Ｊ
Ａ

南
す
お
う
本
所
（
現
「
Ｊ
Ａ
山
口
県
南

す
お
う
統
括
本
部
」）
に
お
い
て
、
ア

グ
リ
南
す
お
う
（
株
）
に
よ
り
、
法
人

就
業
に
向
け
て
研
修
を
行
っ
て
い
る

研
修
生
２
名
の
報
告
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

若
い
２
名
の
研
修
生
が
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
栽
培
や
農
業
機
械
の
技
能
習

得
等
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
研
修

中
に
苦
労
し
た
こ
と
や
、
就
農
に
向
け

た
今
後
の
抱
負
、
目
標
を
発
表
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
法
人
や
関
係
機
関
の
担

当
者
は
熱
心
に
研
修
生
の
報
告
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
報
告
会
に
続
い
て
、
集
落
営

農
の
先
進
事
例
と
し
て
、
広
島
県
の

(

農)

フ
ァ
ー
ム
・
お
だ
の
吉
弘
昌
昭
顧

問
理
事
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

講
演
会
で
は
、
法
人
に
お
け
る
作
業

日
程
や
労
力
配
分
の
調
整
方
法
、
地
域

づ
く
り
活
動
と
の
連
携
の
あ
り
方
等
、

具
体
的
な
事
例
を
交
え
た
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
農
地
の
集
積

状
況
や
、
後
継
者
の
育
成
、
畦
畔
の
管

理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
多
く
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。 

今
後
と
も
、
こ
の
よ
う
な
講
演
会
等

を
通
じ
て
法
人
経
営
の
強
化
を
関
係

機
関
と
連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 
             

    

山
口
県
で
は
平
成
14
年
か
ら
、
化

学
肥
料
・
化
学
農
薬
を
50
％
以
下
に

削
減
し
た
農
産
物
を
認
証
す
る
「
エ
コ

や
ま
ぐ
ち
農
産
物
認
証
制
度
」
の
取
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

認
証
制
度
に
は
化
学
肥
料
及
び
化

学
農
薬
を
慣
行
栽
培
方
法
の
50
％
以

下
に
削
減
し
た
「
エ
コ
50
」
と
化
学

肥
料
及
び
化
学
農
薬
を
使
用
し
な
い

「
エ
コ
100
」
が
あ
り
ま
す
。 

認
証
に
あ
た
っ
て
は
、
申
請
さ
れ
る

生
産
者
の
方
に
以
下
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

① 

農
産
物
確
認
責
任
者
を
確
保
し
、 

化
学
農
薬
、
化
学
肥
料
削
減
の
計
画

と
実
施
の
確
認
を
行
っ
て
も
ら
う

こ
と
。 

② 

ほ
場
へ
、
エ
コ
や
ま
ぐ
ち
農
産
物

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
旨
の

看
板
を
設
置
す
る
こ
と
。 

③ 

店
頭
に
陳
列
し
た
農
産
物
へ
、
特

別
栽
培
農
産
物
と
し
て
の
表
示
を

す
る
こ
と
。 

現
在
、
当
事
務
所
管
内
で
は
30
人

の
方
が
水
稲
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
タ
マ

ネ
ギ
等
の
作
物
で
エ
コ
や
ま
ぐ
ち
農

産
物
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
も
エ
コ
や
ま
ぐ
ち
農
産
物

の
生
産
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先 

・
県
農
業
振
興
課
農
業
技
術
班 

(



０
８
３-

９
３
３-

３
３
６
６) 

・
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
農
業
部 

(



０
８
２
０-

２
５-

３
２
９
２) 

                 

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
南

周
防
地
区
で
整
備
さ
れ
た
ほ
場
に
鳥

獣
害
防
止
柵
（
フ
ェ
ン
ス
式
）
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
柵
の
設
置
で
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
被
害
が
な
く
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鳥
獣
害
防
止
柵
に
は
、
フ
ェ
ン
ス
式

以
外
に
、
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
式
や
、

手
軽
に
設
置
で
き
る
電
気
柵
な
ど
が

ア
グ
リ
南
す
お
う(

株)

で
研
修
生
の

報
告
会
と(

農)

フ
ァ
ー
ム
・
お
だ(

広

島
県)

に
よ
る
先
進
事
例
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た 

エ
コ
や
ま
ぐ
ち
農
産
物
に
取
り
組
ん

で
み
ま
せ
ん
か
！ 

研修生報告会の様子 

会の参加者 

 

エコ50の認証をうけた 
南すおう産のアスパラガス 

鮮度保持資材で個包装した「ゆめほっぺ」 

蔵施設 

演会の様子 

田
布
施
町
の
西
山
・
潤
田
地
区
で
鳥
獣

害
防
止
柵
を
設
置
し
て
い
ま
す 
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あ
り
ま
す
が
、
扉
の
閉
め
忘
れ
、
倒
木

等
に
よ
る
柵
の
破
損
、
電
気
柵
の
電
池

切
れ
や
、
漏
電
等
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ

が
容
易
に
侵
入
し
て
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
設
置
後
の
見
回
り
、
点
検
が
非
常

に
重
要
と
な
り
ま
す
。 

地
域
の
状
況
や
設
置
す
る
労
力
の

有
無
に
よ
り
、
設
置
す
る
方
法
が
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
鳥
獣
被
害
で
困
ら
れ
た

方
は
、
農
林
水
産
事
務
所
や
お
住
ま
い

の
市
町
担
当
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

                    

                          

梅
雨
時
期
の
６
月
頃
か
ら
台
風
時

期
が
終
わ
る
10
月
頃
に
か
け
て
の
出

水
期
に
は
、
全
国
で
毎
年
の
よ
う
に
水

害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
山
口
県
で
も

豪
雨
や
台
風
に
よ
り
多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
発
生
し
た
平
成
30
年
７
月
豪

雨
災
害
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
農
業

用
た
め
池
の
被
害
も
発
生
し
、
下
流
に

大
き
な
被
害
を
与
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。 

そ
う
し
た
中
、
県
で
は
毎
年
、
農
業

用
た
め
池
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

を
図
る
た
め
、「
危
険
た
め
池
等
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
危
険
た
め
池
」
及
び
「
老
朽
化
が
確

認
さ
れ
て
い
る
た
め
池
」
に
つ
い
て
、

５
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
「
点
検

パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
、
た
め
池
の

施
設
の
状
況
を
把
握
し
、
対
策
の
必
要

性
や
管
理
の
適
正
化
を
た
め
池
管
理

者
と
確
認
し
ま
す
。 

た
め
池
が
ひ
と
た
び
決
壊
す
る
と

下
流
へ
広
範
囲
に
被
害
が
発
生
す
る

こ
と
か
ら
、
梅
雨
入
り
前
に
は
た
め
池

の
点
検
を
必
ず
実
施
す
る
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。 

同
様
に
、
近
年
使
用
し
て
い
な
い
た

め
池
で
あ
っ
て
も
貯
水
が
あ
れ
ば
、
管

理
が
行
わ
れ
ず
に
危
険
な
状
況
と
な

っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
現

地
を
点
検
し
て
下
さ
い
。 

た
め
池
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
市
町

農
業
農
村
整
備
担
当
課
も
し
く
は
柳

井
農
林
水
産
事
務
所
農
村
整
備
部
農

地
活
用
課
（


０
８
２
０-

２
５-

３

２
９
４
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

                

牛
飼
養
農
家
に
は
、
子
牛
を
産
ま
せ

て
家
畜
市
場
で
販
売
す
る
繁
殖
農
家

と
、
そ
の
子
牛
を
購
入
し
て
肥
育
し
肉

牛
と
し
て
販
売
す
る
肥
育
農
家
、
子
牛

を
生
産
し
て
肥
育
す
る
一
貫
農
家
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
子
牛
が
生
ま
れ

て
く
る
と
い
う
こ
と
が
最
低
条
件
で

あ
り
、
且
つ
そ
の
子
牛
が
元
気
で
あ
る

こ
と
が
何
よ
り
望
ま
れ
る
こ
と
で
す
。 

し
か
し
、
牛
に
は
母
牛
が
妊
娠
中
に

感
染
す
る
と
流
産
や
死
産
、
奇
形
等
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
吸
血
昆
虫
の
中
に
潜

み
、
暖
か
く
な
る
と
大
陸
か
ら
ジ
ェ
ッ

ト
気
流
に
乗
っ
て
日
本
に
や
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

元
気
な
子
牛
を
産
む
た
め
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て 

 

西山・潤田地区 

 

 

鳥獣防止柵の設置状況 

 

 

鳥獣防止柵 

 

 

梅
雨
入
り
前
に
た
め
池
の
点
検
を
お

願
い
し
ま
す 

 

取水施設の点検状況 

獣防止柵 
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が
、
感
染
を
防
ぐ
た
め
の
手
段
で
あ
る

ワ
ク
チ
ン
で
す
。 

畜
産
部
で
は
、
吸
血
昆
虫
活
動
前
の

春
期
に
、
流
産
や
奇
形
等
の
異
常
産
を

引
き
起
こ
す
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ

る
「
異
常
産
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
」
の

母
牛
へ
の
接
種
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

や
飼
養
衛
生
管
理
指
導
等
を
通
じ
て
、

畜
産
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

                

当
事
務
所
管
内
は
中
山
間
地
域
が

多
く
、
ま
た
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い

手
不
足
や
農
産
物
価
格
の
低
迷
等
に

よ
り
耕
作
の
継
続
を
断
念
す
る
人
が

増
え
、
耕
作
放
棄
地
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。 

一
方
、
山
口
型
放
牧
と
は
生
産
条
件

が
不
利
な
水
田
や
耕
作
放
棄
地
な
ど

を
電
気
牧
柵
で
囲
い
、
牛
を
放
牧
す
る

方
法
で
す
。
耕
作
放
棄
地
の
雑
草
を
牛

に
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
重
労

働
で
あ
る
草
刈
か
ら
解
放
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
景
観
保
全
は
も
と
よ
り
そ
の

後
の
農
地
復
元
や
隣
接
す
る
農
地
の

獣
害
被
害
低
減
効
果
も
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

放
牧
に
必
要
な
電
気
牧
柵
は
設
置

指
導
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
は
放
牧

に
慣
れ
た
牛
を
畜
産
農
家
や
県
畜
産

試
験
場
か
ら
斡
旋
し
、
現
地
ま
で
運
搬

し
ま
す
。
山
口
型
放
牧
に
興
味
の
あ
る

方
は
柳
井
農
林
水
産
事
務
所
畜
産
部

（


０
８
２
０-

２
２-

２
４
１
６
）

ま
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

              

                    

平
成
30
年
12
月
４
日(

水)

、
広
島

市
に
お
い
て
、｢

中
国･

四
国
ブ
ロ
ッ
ク

林
業
グ
ル
ー
プ
コ
ン
ク
ー
ル｣

が
開
催

さ
れ
、
柳
井
市
日
積
を
拠
点
と
す
る
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
「
柳
井
ふ
れ
あ
い
森

の
会
」
が
「
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

連
絡
協
議
会
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。 当

会
は
、
平
成
18
年
１
月
29
日
に

設
立
さ
れ
、
山
重
会
長
を
中
心
と
し
、

会
員
数
32
名
で
、
竹
林
の
伐
採
、
里

山
再
生
、
森
林
環
境
教
育
、
都
市
住
民

と
の
交
流
等
を
主
な
活
動
と
し
て
い

ま
す
。 

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
中
四
国
地
区
の

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
活

動
や
研
究
内
容
を
発
表
し
、
相
互
の
発

展
と
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
全
国
や
県
の
林
研
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
等
の
主
催
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
約
70
名
が
参
加
し
、
各
地

域
の
熱
心
な
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。 山

口
県
か
ら
は
、
平
成
30
年
度｢

山

口
県
林
業
グ
ル
ー
プ
表
彰｣

を
受
賞
し

た｢

柳
井
ふ
れ
あ
い
森
の
会｣

が
代
表

と
し
て
発
表
し
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。 

               

第
24
回
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
林
業

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
「
柳
井
ふ
れ

あ
い
森
の
会
」
が
「
全
国
林
業
研
究

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た 

耕
作
放
棄
地
放
牧
（
山
口
型
放
牧
）

を
利
用
し
て
農
地
を
守
り
ま
せ
ん
か ワクチン接種をしましょう！ 

 

コンクールの様子 

 

放牧前 

 

放牧後 
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第
24
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者

交
流
大
会
が
２
月
28
日
（
木
）、
３
月

１
日
（
金
）
の
両
日
、
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク

半
蔵
門
で
開
催
さ
れ
、
各
都
道
府
県
代

表
に
よ
る
活
動
実
績
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。 

こ
の
大
会
に
、
「
第
65
回
山
口
県

漁
村
青
壮
年
女
性
活
動
実
績
発
表
大

会
」（
１
月
11
日
（
金
）、
下
関
市
シ

ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
で
開
催
）
に
お
い
て

最
優
秀
賞
と
な
り
、
山
口
県
女
性
漁
業

者
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た
、
山
口
県
漁

業
協
同
組
合
柳
井
支
店
の
大
野
君
枝

さ
ん
が
、
流
通
・
消
費
拡
大
部
門
に
出

場
し
、
大
野
水
産
の
活
動
を
発
表
し
ま

し
た
。 

大
野
さ
ん
は
、「
夢
、
舞
っ
て
華
と

な
れ
」
と
題
し
て
、
家
族
４
人
の
大
野

水
産
で
、
自
分
た
ち
が
ご
ち
網
漁
業
で

獲
っ
た
タ
イ
を
加
工
し
て
、
チ
ダ
イ
の

一
夜
干
し
「
瀬
戸
の
舞
」
や
マ
ダ
イ
の

南
蛮
漬
け
「
瀬
戸
の
華
」
を
商
品
化
し

た
こ
と
を
は
じ
め
、
鮮
魚
の
移
動
販

売
、
活
魚
運
搬
業
、
弁
当
・
料
理
の
仕

出
し
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

発
表
し
、
Ｊ
Ｆ
全
国
漁
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

                 

                                

            

                    

山
口
県
漁
協
柳
井
支
店
の
大
野
君
枝

さ
ん
が
「
全
国
漁
業
者
交
流
大
会
」

で
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た 

  

大会の様子 

発表する大野さん 

「柳井ふれあい森の会」山重会長(左側) 

 

「
や
ま
ぐ
ち
木
の
家
」 

優
良
県
産
木
材
利
用
住
宅
助
成
に
つ
い
て 

 

山
口
県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良
県
産
木
材

等
を
利
用
し
、
耐
震
性
な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満

た
す
住
宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、
建
築
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。 

 

助
成
金
額 

一
戸
当
り
25
万
円 

助
成
要
件 

優
良
県
産
木
材
を
利
用
し
た
住
宅

の
新
築 

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
一
戸
建
て 

住
宅 

○
延
べ
床
面
積
が
８０
㎡
以
上 

○
構
造
材
に
占
め
る
優
良
県
産
木
材
の
割
合
が

６０
％
以
上
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当 

・
県
産
板
材
の
使
用
量
が
１００
㎡
以
上 

・
下
地
材
等
を
加
え
た
県
産
木
材
の
使
用
割
合

が
７０
％
以
上 

○
住
宅
性
能
表
示
で
次
の
基
準
を
満
た
す
も
の 

 
 

・
耐
震
性
：
耐
震
等
級
２
又
は
免
震
建
築
物 

 
 

・
耐
久
性
：
劣
化
対
策
等
級
３ 

 
 

・
省
エ
ネ
性
：
断
熱
等
性
能
等
級
４ 

 ※ 

助
成
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
建
築
工
事
着
手 

前
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
窓
口 

 

県
ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課 

住
所 

山
口
市
滝
町
一
―
一 



０
８
３-

９
３
３-

３
３
９
５ 
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狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て 

近
年
、
イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
等
の
野
生
鳥

獣
に
よ
る
農
林
業
等
へ
の
被
害
が
深
刻
化

し
て
い
る
一
方
で
、
狩
猟
者
の
減
少
等
に

よ
り
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
狩
猟
者
の
確

保
・
育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

狩
猟
を
行
う
に
は
、
法
律
に
基
づ
く
狩

猟
免
許
の
取
得
等
が
必
要
と
な
り
、
県
で

は
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
免
許
試
験
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。 

ま
た
、
新
た
な
捕
獲
の
担
い
手
を
確

保
・
育
成
し
、
農
林
業
被
害
を
軽
減
・
防

止
す
る
た
め
、
免
許
の
取
得
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。（
助
成
の
条
件
有
） 

 狩
猟
免
許
更
新
に
つ
い
て 

既
に
狩
猟
免
許
を
所
持
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
免
許
の
有
効
期
限
が
平
成
31
年
９

月
14
日
の
方
は
、
狩
猟
者
講
習
及
び
適
性

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
免
許
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

当
事
務
所
管
内
で
は
７
月
に
柳
井
総
合

庁
舎
で
行
う
予
定
で
す
。 

 

※
狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
更
新
の

日
程
等
に
つ
い
て
は
、
岩
国
農
林
水
産
事

務
所
森
林
部
※
森
林
部
は
柳
井
と
兼
務
（


０
８
２
７-

２
９-

１
５
６
７
）
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
山
口
県
（
自
然
保
護

課
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

表彰・認定おめでとうございます!! 
平成 30年 11月 16日（金）に山口県庁正庁会議室において、平成 30年度山口県農林水産

業関係表彰・認定式が開催され、当事務所管内においては、次の方々が、表彰または認定を
受けられました。 ※敬称略 

〈表 彰〉 
・山口県農山村振興賞(団体) 有限会社 友進(柳井市) 
・山口県農山村振興賞(個人) 松村 敏子(柳井市)              
・山口県漁村優良団体・青壮年女性表彰(個人)  大野 君枝(柳井市)  

 
〈認 定〉 
・山口県指導漁業士    山本 祥二(平生町) 
・山口県青年農業士    角井 雅之(周防大島町) 

・山口県農家生活改善士  山本 初江(上関町) 
・山口県漁村生活改善士  飯田 久美子(上関町) 

 
今後とも、農林水産業・農山漁村の発展に向け、益々のご活躍を期待しています！！ 


